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杭 州へ 行った 人 は 大抵、 同地の 芝 原 平三郎 氏の 存在 

に 気付く であろう。 

杭 州は蔣 政権 軍資の 源泉の 一 つで もあった し、 また 

抗日 意識の 最も 旺盛な 土地の 一 つで もあった し、 最近 

まで 軍事上の 前線 的 地域に 位置して もいた。 然るに 今 

日、 この 地の 治安 は 美事に 確保され ている。 それに は 

種々 の 原因 もあろう が、 芝 原 氏の 力 も大に 与って いる 

ように 思われる。 

芝 原 氏 は 或る 要職に ついて る 人で あり、 其 背後関係 

も 見逃して はならない が、 然し 何よりも、 杭 州の XX 

X の 顧問 をし、 また XX の 顧問 を も かね、 XXX の 元 



マ J ろに 注目 を 要する。 

支那 現地の 人々 が こぞって 憤慨して いるものに、 一 

攫 千金 を 夢み て 渡 支して 来た 利権屋 や 商人の 多数が 第 

一 に 数えられる。 これ は 殆んど 常識的な 事柄に さえ 

なって いる。 然しながら、 更に 一般的に、 直接 目前の 

利益 を 目指す 性急 さが 日本の 個人 資本 及び 会社 資本の 

通弊 だと、 心 ある 人々 から 認識され 始めて きた。 これ 

は、 つまり、 観念的に は 支那 を 食い物に するとい うこ 

とになる。 それほどで なくても、 当面の 利益 を 挙げな 

いこと が 責任者の 無能 を 表示す る ものと 見る、 誤った 

性急 さが なお 多かろう。 この ことに 関係が あるか どう 



か 私 は 知らないが、 華中 蚕糸の ような 大会 社に 対する 

現地の 人々 の 非難 は、 充分 考慮に 入れなければ なる ま 
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こういう 現状に 於て、 蘇 州 百貨 公司の やり方 は 注目 

の 要が あると いうので ある。 これ はつ まり、 一 営利 会 

社の 立場にば かりで なく、 蘇 州 民衆の 立場に も 立って 

営業が 続けられて いるので あり、 観念的に は 日 支 共存 

の 思想 にまで 延長 出来 得る 萠芽 を 持 つて いるもの だと、 

この 方面に 全くう とい 私が 想像す るの は、 行きす ぎで 

あろう か。 

結局 は 経済力 資本力の 問題 だと 人 は 云う だろう。 然 



新 支那 中央政府に 愛国運動 たるの 面子 を 保た しめ、 か 

くして 東亜 新 秩序 を 牢固と 確立す るた めに は、 あら ゆ 

る 方面に 於て、 一応 支那 民衆の 側に 立って 物 を 考えて 

みる ことが 必要で あり、 その上で 肚を 据えて 支那 民衆 

の 中へ はいって ゆく 人々 が 何よりも 必要で ある。 殊に 

文化 部面に 於て そうで ある こと は 云う まで も あるまい _ 

この 意味で、 上海に 於て 大きな 役割 をして いると こ 

ろの、 自然科学 研究所の 上野 太 忠氏ゃ 内 山 書店の 内 山 

完造氏 や、 また 中華 映画の 川 喜 多 長 政 氏 や、 其 他茲に 

ちょっと 名前 を 遠慮したい 要職の 人々 が あるの は、 意 

を 強う する に 足る ことで ある。 但し これらの 人々 につ 



れと 同様、 殆んど 宗教に 関心 を 持って いない。 また、 

今 もな お 百 名 や 一 一 百 名の 僧侶が 修業して る 大寺院が あ 

り、 由緒 ある 名剎は 至る処に あるが、 これら は 大抵、 

所有の 不動産からの 収入で 支持され、 一般大衆に とつ 

て も、 仏教 はも はや 生きて る 信教で はなくな つてい る _ 

こういう 実情に 対して、 仏教 班 首脳部の 方針 は、 並び 

に 派遣 員の 見解 は、 如何様に 建てられて いるので あろ 

うか。 単に 名刹の 保存の みが 目的で は あるまい。 

其 他、 一 々挙げれば 限りがない。 そして この 枚挙に 

遑 ない ほどの 各部 門に 於て、 今や、 共存の 理念 を 以て 

民衆の 中へ 能才の はいって ゆく のが 待望され てる 時期 
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